
ODA（政府開発援助）分野で多くの途上国プロジェクトの実施や調査研究を担う

日本工営株式会社において、現在SDGs＆CSR戦略ユニット長を務められている菊池

淳子氏をお招きし、民間企業の立場・視点でのSDGsの重要性、また同じく世界的に

注目を集めるESG投資（注）とSDGsの関係、さらには今後のポストコロナにおける新

時代への展望等につきお話しいただきます。

グローバル文化学環「国際協力特論」の一環として実施しますが、履修者以外の学

生・教職員でも参加可能です。関心のある方は是非ご参加ください。

(注)環境（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）に配慮している企業を重視・選別して行う投資。

大学では農学部で植物育種学を専攻。8年間の地方自治体勤務を経
て、大学院で環境と開発学を修了。NGOsやJICAガーナ事務所にて
海外での国際協力業務経験を積み，開発コンサルタントに就職。
現在までにアジア、アフリカ、南米各国の海外案件に従事。
現在は、日本工営株式会社環境技術部SDGs＆CSR戦略ユニット、
ユニット長として、民間とODA事業におけるSDGs推進業務に従事
している。また、海外コンサルタンツ協会（ECFA）サステナブル推進
チーム、チームリーダーを務める。

菊池淳子 氏 ：

日時 2021年１月18日 (月) 13:20～14:50

形式 Zoomによるオンライン開催（要事前申込）

件名を「1/18公開講座」とし、本文に氏名、所属、学年、E-mailを明記の上、

グローバル協力センター（info-cwed@cc.ocha.ac.jp）までメールしてください。
申込

講師
日本工営株式会社
環境技術部SDGs＆CSR戦略ユニット長

お問合せ先：グローバル協力センター（info-cwed@cc.ocha.ac.jp)

グローバル協力センター学内公開講座


